
地
域
と
連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策

四
国
森
林
管
理
局　

高
知
中
部
森
林
管
理
署

所在地

区域面積

関係自治体

　高知中部森林管理署の管理する国有林は徳島県境に隣接した高知
県香美市に所在しており、１級河川の物部川の上流部や三嶺（１，８９４
ｍ）、石立山（１，７０７ｍ）、綱附森（１，６４３ｍ）周辺に広く分布しています。
これらのうち５２％が天然林であり、地域を代表する多種多様な
林相を形成していることから、その多くが国定公園、保護林、
レクリエーションの森等に指定されています。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組

シ
カ
被
害
対
策
の
課
題

当
署
で
は
現
在
、
業
務
委
託
や
職
員
実

行
に
よ
る
捕
獲
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

人
の
出
入
り
が
困
難
な
急
峻
な
地
形
が
多
く
、

人
手
不
足
や
高
齢
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
従

来
の
規
模
で
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
罠
に

よ
る
捕
獲
は
、
罠
自
体
や
シ
カ
を
お
び
き
寄

高知県香美市物部町大栃１５３９

５３，７８６ha
うち森林面積   ４７，８４４ha うち国有林面積    １２，６９３ha

香美市

写真１　ニホンジカ

管内概要

愛媛県

香川県

徳島県

高知県

高知中部森林管理署

●
香美市

山
々
に
囲
ま
れ
、
急
峻
な
地
形
の
多
い
高

知
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
近
年
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
生
息
密
度
が
非
常
に
高
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。
こ
の
よ
う
な
中
、

人
工
林
に
お
け
る
植
栽
木
へ
の
食
害
の
ほ
か
、

三
嶺
（
１
，８
９
４
ｍ
）
周
辺
な
ど
の
天
然
林

を
含
む
エ
リ
ア
で
も
樹
皮
剥
ぎ
や
下
層
植
生

の
衰
退
を
も
た
ら
し
て
お
り
（
写
真
２
、３
）、

水
源
涵
養
や
土
砂
流
出
防
止
と
い
っ
た
森
林

が
持
つ
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
に
つ
い
て
は
、
シ
カ

が
以
前
か
ら
多
く
生
息
し
て
い
る
山
奥
だ
け

で
は
な
く
、
平
地
に
近
い
民
有
林
に
お
い
て

も
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
農
作
物
へ

の
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
と
連
携
し
た
シ
カ
被
害
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

いしだてやま つなつけもり

ものべがわ さんれい

さ
ん
れ
い
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当
署
で
は
こ
れ
ら
シ
カ
被
害
や
ジ
ビ
エ
活

用
の
現
状
を
地
域
に
広
く
知
ら
せ
る
た
め
、

学
校
で
の
森
林
環
境
学
習
を
通
じ
て
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
カ
肉
を
活

用
し
た
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
開
発
等
を
行
っ
て

い
る
高
校
の
ジ
ビ
エ
部
へ
獲
物
を
供
給
す
る

活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
一
層
地
域
と
協
力
し
て
、
捕
獲
の

た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
ビ
エ

需
要
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

せ
る
た
め
の
餌
に
費
用
が
か
か
る
ほ
か
、
設

置
し
た
罠
の
状
況
を
頻
繁
に
見
回
り
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
捕
獲
事
業
実
施
者
に
と
っ

て
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
捕

獲
後
の
シ
カ
の
処
理
に
も
コ
ス
ト
を
要
し
て

い
る
等
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
シ
カ
の
捕
獲

と
並
行
し
て
、
ジ
ビ
エ
の
活
用
ま
で
を
含
め

た
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
す

（
写
真
４
）。

　

こ
の
た
め
、
当
署
で
は
地
元
自
治
体
で

あ
る
香
美
市
や
猟
友
会
と
連
携
し
、
民
有
林
と

国
有
林
が
一
体
と
な
っ
た
シ
カ
被
害
対
策
及
び

ジ
ビ
エ
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和
４
年

11
月
25
日
、
依
光
晃
一
郎
香
美
市
長
と
岡
林
静

窺
香
美
猟
友
会
長
及
び
吉
良
康
高
知
中
部
森

林
管
理
署
長
の
三
者
で
「
シ
カ
被
害
対
策
及

び
ジ
ビ
エ
活
用
推
進
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
（
写
真
５
）。

　

協
定
に
基
づ
く
主
な
具
体
的
な
取
組
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

❶

署
か
ら
香
美
市
、
香
美
市
か
ら
猟
友
会
へ
の

囲
い
罠
等
の
無
償
貸
出
し
・
撒
き
餌
の
支
給

❷

捕
獲
時
の
林
内
移
動
を
効
率
化
す
る

　

た
め
国
有
林
へ
の
入
林
手
続
き
を
簡
素
化

❸

罠
に
獲
物
が
か
か
っ
た
際
に
通
知
が
来
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
通
知
シ
ス
テ
ム
（
写
真
６
）

の
活
用
や
罠
の
見
回
り
協
力

写真５　協定調印式

写真３　下層植生が衰退した林内 写真２　シカにより食害を受けた三嶺

写真４　ジビエ活用の検討

写真６　ＩＣＴ捕獲通知システムの中継器

協
定
の
締
結
へ

せ
い

き
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